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設計・調査費に1億370万円

○「
源
流
の
里
」維
持
再
生
事
業

１
，４
８
５
万
円

○
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業　

調
査
・
設
計

１
億
３
７
０
万
円

○
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

９
４
０
万
円

○
町
営
バ
ス
運
行
経
費

２
，７
１
１
万
円

○
路
線
タ
ク
シ
ー
運
行
経
費

２
，２
７
２
万
円

○
油
木
・
消
防
自
動
車
購
入

２
，０
６
１
万
円

○
Ａ
Ｅ
Ｄ
町
内
小
学
校
配
備

８
５
万
円

○
町
立
病
院
特
別
会
計
補
助

１
億
８
，３
１
９
万
円

　

合
併
後
初
め
て
の
前
年
度
を
上
回
る
積
極
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

経
済
情
勢
の
悪
化
に
緊
急
対
応
す
る
た
め
の
国
か
ら
の
交
付
金
を
活
用
し
た
、
緊
急
経

済
・
雇
用
対
策
や
少
子
高
齢
化
・
定
住
対
策
な
ど
を
考
え
た
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
規
事
業
は
、「
安
心
・
安
全
」「
子
育
て
支
援
」「
定
住
・
産
業
振
興
」の
３
つ
を
柱
と

し
て
重
点
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

新たに挑戦

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
拡
大

７
８
２
万
円

○
保
育
所
耐
震
診
断

５
４
６
万
円

○
子
ど
も
予
防
接
種
補
助

１
２
８
万
円

○
子
ど
も
医
療
費
無
料
化

９
０
０
万
円

○
油
木
高
校
野
球
部
支
援

１
２
０
万
円

○
さ
ん
わ
総
合
セ
ン
タ
ー
楽
屋

８
０
０
万
円

○
図
書
館
シ
ス
テ
ム
整
備

３
０
０
万
円

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
経
費

６
，３
５
０
万
円

○「
夢
」創
造
委
員
会
設
置

１
０
０
万
円

○
集
落
法
人
育
成
加
速

１
，２
０
０
万
円

○
和
牛
の
里
整
備

１
億
２
，２
０
４
万
円

○
新
規
就
農
者
支
援

６
０
０
万
円

○
井
関
総
合
開
発

５
０
万
円

　３月定例会は，３日から１９
日まで開かれ，平成２１年度当
初予算，２０年度各会計補正予
算，神石高原町こども医療費支
給条例の制定など107議案と議
員提出の発議２件等109案件を
審議しました。
　議員発議１件を除く108議案
を原案のとおり可決しました。

平成21年度一般会計予算
（前年対比2%増）

99億円
ケーブル
テレビ事業 スタートスタートスタートスタート

子育て
支援

定住・
産業振興

総額：
1億4,229万円

総額：
1億6,602万円

投
資
的
経
費

　

  

15
・
９
％
増
の
積
極
的
予
算

 

安
心
・
安
全

 

子
育
て
支
援

 

定
住
・
産
業
振
興

安心・安全

総額：
4億6,206万円

町立病院開院式
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20億円

40億円

60億円

80億円

99億円

歳  出歳  入

町税（9.8％） 9億7,215万円
分担金及び負担金（0.7％）
 6,460万円
使用料及び手数料（1.6％）
 1億5,932万円

繰越金（0.0％） 1万円

地方特例交付金（0.4％） 
 3,620万円

繰入金（6.9％） 6億8,524万円

町債（借金）（8.4％） 8億2,860万円
県支出金（10.0％） 9億9,339万円
国庫支出金（4.0％） 3億9,388万円

地方譲与税（2.8％） 2億7,800万円
各種交付金（2.2％） 2億1,752万円

地方交付金（52.6％）
 52億900万円

その他収入（0.6％） 6,209万円

人件費（19.1％） 18億9,121万円
扶助費（4.2％） 4億1,547万円
公債費（借金の返済）（23.4％）
 23億1,171万円
普通建設事業費（12.8％）
 12億6,556万円

物件費（13.5％） 13億3,875万円
災害復旧費（0.0％） 3万円

維持補修費（0.7％） 7,399万円
補助費等（11.8％）
 11億7,285万円
積立金（2.4％） 2億3,635万円
繰出し金（11.7％） 11億5,408万円
予備費（0.4％） 4,000万円

自主財源
（19.6％）

19億4,341万円

依存財源
（80.4％）

79億5,659万円

義務的経費
（46.7％）

46億1,839万円

その他経費
（40.6％）

40億1,602万円

投資的経費
（12.8％）

12億6,559万円

平成21年度一般会計当初予算平成21年度一般会計当初予算

会　計　名 予　算　額

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 11億5,230万円

内
訳

事 業 勘 定 11億4,650万円

診 療 施 設 勘 定 580万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 3億6,000万円

老 人 保 健 特 別 会 計 700万円

介 護 保 険 特 別 会 計 17億8,250万円

内
訳

保 険 事 業 勘 定 17億6,800万円

介護サービス事業勘定 1,450万円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 5億6,830万円

飲料水供給施設事業特別会計 3,530万円

農業集落排水事業特別会計 2億3,060万円

分 集 育 林 事 業 特 別 会 計 20万円

総 合 開 発 事 業 特 別 会 計 50万円

特 別 会 計 計 41億3,670万円

病 院 事 業 会 計 2億6,550万円

合　計 44億220万円

平成21年度特別会計・病院事業会計当初予算
単位：万円

平成21年度
当初予算案

 

平
成
21
年
度
当
初
予
算　

賛
成
討
論

総
務
文
教
常
任
委
員
会　

委
員
長　

村
上　

克
朗

可決

平成21年度一般会計予算
（前年対比2%増）

99億円

全会一致
　

一
般
会
計
の
総
額
は
99
億
円
と
な

り
、
前
年
度
に
比
べ
て
額
に
し
て

１
億
９
，０
０
０
万
円
、
率
に
し
て

２
・
０
％
の
増
加
で
、
合
併
後
初
め

て
当
初
予
算
が
前
年
を
上
回
っ
た
積

極
型
予
算
案
は
評
価
し
ま
す
。

　

人
と
自
然
が
輝
く
町
の
実
現
に
向

け
て
、「
安
心
・
安
全
」「
子
育
て
支
援
」

「
定
住
・
産
業
振
興
」の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
中
心
に
多
く
の
新
規
拡
大
事
業
を

編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
は
増
額
し
て
い
ま
す

が
、
財
政
調
整
基
金
残
高
は
21
年
度

末
で
６
億
円
程
度
の
見
込
み
で
あ

り
、
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
が

危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

町
長
を
は
じ
め
執
行
機
関
に
お
か

れ
て
は
、
以
下
の
意
見
を
十
分
に
考

慮
さ
れ
、
適
切
な
予
算
運
営
に
邁
進

さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
賛
成
い
た
し

ま
す
。

①
新
規
事
業
の
実
施
計
画
を
充
実
さ

せ
、
事
業
効
果
を
早
期
に
上
げ
る
よ

う
努
力
す
る
こ
と
。

②
歳
入
に
見
合
う
歳
出
の
抑
制
を
図

る
こ
と
。

③
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
交
付
金

対
応
の
明
許
繰
越
事
業
は
、
工
程
表

に
沿
っ
て
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
。

④
予
算
案
審
議
前
に
外
部
へ
情
報
提

供
の
感
が
あ
る
。
細
心
の
注
意
を
払

う
こ
と
。

神石雪どけマラソン
（平成21年3月8日開催） スタート
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合
併
５
周

年
表
彰
事
業
は
誰
を
表
彰
。

総
務
課
長　

町
の
表
彰
規
定

に
よ
る
善
行
表
彰
。自

主
防
災

の
組
織
率
と
今
後
の
対
策
は
。

総
務
課
長　

進
捗
状
況
に
応

じ
た
支
援
を
行
な
う
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
屋
根
付
き
車
庫
建
設

に
補
助
を
。

企
画
課
長　

委
託
先
の
管
理

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
一
般
と
の
混
乗
は
。

企
画
課
長　

児
童
生
徒
を
優

先
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い
事
業
予
算
は
。

企
画
課
長　

基
金
は
各
地
区

に
均
等
配
分
。
繰
越
予
算
は

有
効
に
使
用
し
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　

男
女
共
同

参
画
事
業
の
指
導
は
。

企
画
課
長　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ

  
予
算
に
対
す
る

　
 

少
し
細
か
な
質
問（
予
算
審
議
）

総
務
課

寄
定
議
員

佐
伯
議
員

村
上
議
員

企
画
課

橋
本
議
員

小
川
議
員

片
山
議
員

リ
ー
で
な
く
性
別
を
尊
重
し

て
行
な
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
型
合
併

槽
の
普
及
を
図
れ
。

環
境
衛
生
課
長　

町
内
処
理

は
集
排
も
含
め
63
％
で
あ
る
。

普
及
に
努
め
る
。

        　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
方
式

が
異
な
る
敬
老
会
の
統
一
は
。

福
祉
課
長　

地
域
差
が
あ
り

統
一
は
難
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　

保
育
料
の

３
人
目
無
料
化
を

福
祉
課
長　

３
人
目
は
、
10

分
の
１
に
軽
減
し
て
い
る
。

町
長　

早
急
に
対
応
す
る
。

　　　
　
　
　
　
　
　

介
護
保
険

料
の
改
定
が
介
護
者
賃
金
に

ど
う
つ
な
が
る
か
。

保
健
課
長　

３
％
の
処
理
改

善
で
あ
る
。
町
は
指
導
を
考

え
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

メ
タ
ボ
対

策
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

保
健
課
長　

意
識
啓
発
は
出

来
て
お
り
、
総
合
検
診
率
は

41
・
５
％
で
県
内
ト
ッ
プ
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

ひ
ろ
し
ま

の
森
づ
く
り
事
業
は
何
故
縮

小
し
た
の
か
。

産
業
課
長　

施
業
委
託
が
３

５
０
ｈ
ａ
か
ら
２
０
０
ｈ
ａ

の
割
当
減
と
な
っ
た
。
民
間

委
託
も
可
能
な
の
で
今
後
検

討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

地
域
営
農

対
策
で
先
進
地
視
察
補
助
を

復
活
せ
よ
。

産
業
課
長　

要
望
を
精
査
し

検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

新
規
就
農

者
補
助
の
法
人
雇
用
は
ど
う

す
る
。

産
業
課
長　

役
員
関
係
者
は

除
き
、
農
業
未
体
験
者
を
対

象
と
し
て
い
る
。
従
業
員
と

し
て
就
農
す
る
人
も
認
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　

有
害
鳥
獣

対
策
で
サ
ル
被
害
対
策
を
町

営
で
出
来
な
い
か
。

産
業
課
長　

平
成
20
年
は
７

環
境
衛
生
課

佐
伯
議
員

福
祉
課

小
川
議
員

松
本
議
員

保
健
課

松
本
議
員

頭
の
駆
除
だ
っ
た
。
自
衛
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

県
道
の
町

へ
の
委
託
路
線
に
つ
い
て
改

良
中
止
路
線
は
。

建
設
課
長　

三
和
油
木
線
は

平
成
21
年
度
１
５
０
０
万
円

を
予
定
。
中
止
は
な
い
。

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　

ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
の
安
全
対
策
・
安

全
教
育
な
ど
を
実
施
せ
よ
。

教
育
課
長　

充
分
な
安
全
対

策
を
講
じ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

通
学
路
の

整
備
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

教
育
課
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
区
内
の
通
学
路
を
把
握
し

整
備
に
努
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　

ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
・
な
ぜ
図
書
券
か
。

教
育
課
長　

乳
児
健
診
時
に

図
書
券
贈
呈
を
計
画
。
絵
本

贈
呈
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

学
校
給
食
、

地
産
地
消
へ
の
取
組
は
。

教
育
課
長　

地
元
産
物
に
興

味
を
持
ち
地
元
産
物
振
興
に

つ
な
が
る
よ
う
実
施
す
る
。

佐
伯
議
員

産
業
課

丸
山
議
員

木
野
山
議
員

藤
田
議
員

　
　
　
　
　
　

１
億
円
貸

付
け
利
率
の
設
定
基
準
は
。

病
院
室
長　

独
立
行
政
法
人

福
祉
医
療
機
構
の
貸
付
利
率

を
も
と
に
年
２
・
２
％
と
し

た
。

購
入
資
産

の
減
価
償
却
負
担
は
町
か
指

定
管
理
者
か
。

病
院
室
長　

基
本
的
に
は
指

定
管
理
者
だ
が
両
者
で
協
議

し
決
定
す
る
。

職
員
確
保

対
策
事
業
８
６
７
万
円
の
内

訳
は
。

病
院
室
長　

陽
正
会
を
通
じ

て
手
当
て
と
し
て
支
給
す
る
。

　

県
派
遣
の
常
勤
医
師
５
名

分
、
年
額
３
０
０
万
円
と
看

護
師
給
与
激
変
緩
和
措
置
、

年
額
５
６
７
万
円
。

瀬
尾
議
員

建
設
課

藤
田
議
員

教
育
課

横
尾
議
員

橋
本
議
員

寄
定
議
員

小
林
議
員

病
院
対
策
室

小
川
議
員

木
野
山
議
員

片
山
議
員

病院対策室と財政係

予算審議
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会 計 名 1月補正額 3月補正額 補正後の額
一 般 会 計 4億9,084万円 6億9,720万円 114億3,375万円

 　

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 △630万円 12億1,041万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 △1,385万円 3億2,935万円

老 人 保 健 特 別 会 計 3億5,887万円

介 護 保 険 特 別 会 計 4,021万円 17億3,204万円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 8,450万円 △345万円 5億6,180万円

飲料水供給施設事業特別会計 △334万円 4,088万円

農業集落排水事業特別会計 2億3,844万円

総 合 開 発 事 業 特 別 会 計 1億6,550万円 1億6,550万円

分 収 育 林 事 業 特 別 会 計 10万円

計 8,450万円 1億7,877万円 46億3,739万円

合　　計 5億7,534万円 8億7,597万円 160億7,114万円

 1･3月補正予算

費目 補正予算額 主 な 理 由

総務費 1億2,473万1千円 井関定住団地
1億2,197万1千円，他

衛生費 2億2,110万円
町立病院システム更新5,660
万円・改修工事5,000万円・
CT購入3,000万円，他

諸支出金 1億4,500万円 人と自然が輝く事業基金積み
立て経費1億4,500万円

○一般会計
歳入歳出補正予算額        4億9,083万1千円
歳入歳出予算総額       107億3,654万9千円

費目 補正予算額 主な理由

簡易水道事業
特別会計 8,450万円

井関定住団地給水工事，高蓋・
小畠間給水管接続工事8,700
万円，他

○特別会計

費目 補正予算額 主な内容
総務費 1億5,983万9千円      総合開発事業特別会計繰出経費1億6,550万円，定額給付金給付経費1億9,812万4千円，他

民生費 △1,337万1千円 後期高齢者特会繰り出し経費△1,972万7千円，児童手当給付事業△358万円，生活保護扶助経費△
600万円，他
老人保健特会繰り出し経費3,600万円，介護保険特会繰出経費121万8千円，子育て応援特別手当支
給経費462万1千円他

衛生費 △2,394万5千円 小型合併処理浄化槽設置補助事業△1,065万7千円，簡易水道特会繰出経費△165万6千円，他
飲料水供給事業特会繰出経費398万7千円，飲料水確保対策事業50万円，やすらぎ苑施設経費99万
2千円，他

農林水産費 △3,312万3千円 県営中山間地域総合整備事業△685万6千円，林業再構築プロジェクト事業△960万円，小規模崩
壊地復旧事業△219万円，ひろしまの森事業△120万円，他
農村地域総合推進事業360万円

商工費 59万6千円 ロングステイ型観光促進事業△39万5千円，自然公園等管理運営経費140万
土木費 △1,166万8千円 道路橋りょう一般管理経費△45万1千円，道路台帳整備経費△350万円，国県道整備事業負担経費

△274万円，国県道整備移譲事業△499万9千円，他
消防費 △961万8千円 常備消防経費△513万9千円，非常備消防一般管理経費△436万9千円，他

教育費 △1,110万6千円 小・中学校耐震調査経費△235万円，中学校教育振興経費△305万1千円，他
共同調理場管理運営経費40万円，他

公債費 6億1,479万9千円 長期債元金繰上償還経費6億2,430万円，他

支出金 2,480万1千円 減債基金積み立て経費2,494万円，他

○一般会計
歳入歳出補正予算額　　 6億9,720万4千円　　歳入歳出予算総額　　114億3,375万3千円

会計名 補正予算額 主な内容
国民健康保険
事業勘定

△629万9千円 保険財政共同安定化事業拠出金△1,161万5千円，他
退職被保険者等療養給付経費400万円，一般被保険者高額療養経費341万9千円，他

後期高齢者医療 △1,384万7千円 後期高齢者医療広域連合納付経費△1,633万5千円，徴収費248万8千円，他
介護保険
保健事業勘定 3,997万円 介護従事者処遇改善臨時特例基金積立金1,065万2千円，他

簡易水道事業 △345万1千円 県営中山間地域総合整備事業△268万2千円，単独簡易水道施設整備事業△22万1千円，他

飲料水供給施設事業 △333万7千円 施設維持管理経費△333万7千円

総合開発事業 1億6,550万円 井関地区総合開発整備事業1億6,497万円，他

○特別会計　　　1億7,877万円

 1月補正（臨時議会･1月27日）
単位：万円（四捨五入）

 3月補正(定例会･3月3日）　　　　　　　　

定額給付金に
平成20年度補正予算 4月末給付開始へ

　3月補正の主なものは，国からの地域活性化・生活対策臨時交付金の交付により財源の振替を行なった井関地区総合開
発整備事業1億6,801万円，平成21年度から新事業に変更になる生活交通機関確保事業1,305万円，無投票となった町
長選挙執行経費などが減額補正されました。総合開発事業特別会計への繰出し経費1億6,550万円，定額給付金給付経費
1億9,812万円，長期債元金繰上げ償還経費6億2,430万円などが追加補正されています。
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町
長
は
、
二
期
目
が
集

大
成
と
言
わ
れ
る
が
、

町
政
の
舵
取
り
を
ど
う
お
こ

な
う
の
か
。

町
長

一
期
目
は
、
特
に
財

政
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
の
成
果
を
あ
げ
た

い
。
不
退
転
の
決
意
で
取
り

組
む
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
・
井
関

団
地
事
業
な
ど
、
町
の
発
展

の
た
め
推
進
し
て
い
く
。

地
方
公
共
団
体
と
い
え

ど
も
、
企
業
経
営
団
体

と
し
て
の
意
識
を
も
つ
こ
と

が
重
要
だ
。

　

職
員
は
民
間
企
業
の
厳
し

さ
、
心
使
い
な
ど
、
肌
で
感

じ
そ
の
経
験
を
職
務
に
い
か

し
て
ほ
し
い
。

町
長

ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で

あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
経

ＱＡ

町の発展のため
基盤整備に取り組む

答
橋本輝久議員

済
状
況
で
は
、
民
間
企
業
が

承
諾
す
る
か
が
問
題
だ
。
取

り
組
み
た
い
が
、
今
後
の
検

討
課
題
だ
。

医
師
・
看
護
師
と
患
者

と
の
信
頼
関
係
を
築

き
、
地
域
密
着
の
医
療
体
制

を
目
指
す
べ
き
で
は
。

町
長

保
健
福
祉
の
拠
点
と
し

て
、町
内
開
業
医
と
の
連
携
、

訪
問
介
護
・
診
療
、
在
宅
医

町
内
情
報
の
統
一
、
情

報
格
差
の
是
正
な
ど
、

町
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
情

報
基
盤
整
備
事
業
調
査
設
計

の
具
体
的
内
容
は
。

町
長

公
設
民
営
方
式
と
し
、

今
年
度
は
1
億
３
７
０
万
円

の
予
算
で
電
柱
・
ケ
ー
ブ
ル

ル
ー
ト
調
査
設
計
と
事
業
申

請
を
行
う
。

　

地
デ
ジ
移
行
に
間
に
合
う

よ
う
、
事
業
推
進
を
図
る
。

農
業
集
落
法
人
の
組
織

化
が
困
難
な
集
落
へ
の

対
応
は
。

町
長

中
山
間
直
接
支
払
い

制
度
の
継
続
を
国
県
に
対
し

強
く
要
望
し
て
い
る
。
未
法

人
集
落
対
策
は
極
め
て
難
し

い
が
、
営
農
組
合
や
集
落
な

ど
で
の
機
械
共
同
利
用
の
コ

ス
ト
削
減
で
営
農
継
続
を
図

る
。

　

不
審
火
対
策
の
取
組
み

は
。

町
長

消
防
団
を
中
心
と
し
た

防
火
啓
発
活
動
な
ど
実
施
し

て
い
る
が
、決
め
手
が
な
い
。

犯
人
逮
捕
に
繋
が
る
情

報
へ
懸
賞
金
を
考
え
て

は
。

町
長

関
係
当
局
と
慎
重
に
協

議
し
対
応
す
る
。

町
道
の
維
持
・
補
修
は

計
画
的
に
す
べ
き
で

は
。

建
設
課
長

町
道
１
，４
６
７
路
線
、

延
長
１
，
１
３
０
㎞
全
路
線

の
計
画
は
出
来
な
い
。

　

主
要
路
線
に
つ
い
て
は
計

画
説
明
し
公
表
す
る
。

長
期
総
合
計
画
の
進
捗

状
況
は
。

町
長

長
期
総
合
計
画
は
現
在

総
括
質
問

１
問
１
答
方
式
で
行
い
ま
し
た
。

質
問
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

Ａ

ＱＡ

ＱＡ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

問

療
の
充
実
を
図
る
。
ま
た
、

病
院
内
に
医
療
・
福
祉
相
談

室
を
設
置
し
、「
か
が
や
き
」

委
員
会
を
設
け
、
地
域
に
愛

さ
れ
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
め

ざ
す
。定

額
給
付
金
は
、
す
で

に
現
金
・
振
込
み
な

ど
で
支
給
が
開
始
さ
れ
て
い

る
。
本
町
で
は
、
町
内
消
費

に
つ
な
が
る
地
域
振
興
券
や

現
金
で
、
早
急
に
支
給
す
べ

Ｑ

平成23年 7月開始に向け
取り組む

答
小川清治議員

ＣＡＴＶ
構想内容は

問

２
年
目
で
あ
り
16
％
、
新
町

建
設
計
画
は
現
在
４
年
目
で

あ
り
37
．
５
％
の
進
捗
状
況

で
あ
る
。

ＱＡ

Ｑ

き
で
は
。

町
長

４
月
中
に
支
給
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

原
則
と
し
て
、
振
込
み
で
支

給
す
る
。

Ａ

ＱＡ

ＱＱ

笠岡夢ネット

二期目の町政
どう舵を取る

まちづくり講演会

総括質問
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地
球
温
暖
化
防
止
策

と
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２（
二

酸
化
炭
素
）
削
減
に
向
け
世

界
各
国
は
大
き
く
舵
を
切
っ

た
。

　

神
石
高
原
町
版
ニ
ュ
ー
デ

イ
ー
ル
政
策
と
し
て
、
本
町

の
豊
か
な
資
源
を
活
か
し
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
木

質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
、
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な
ど
へ
取

り
組
め
ば
、
雇
用
の
創
出
と

森
林
資
源
の
有
効
活
用
、
自

然
環
境
へ
の
貢
献
な
ど
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

総
合
的
に
取
り
組
む
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成

し
、「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
」
に
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
。

町
長

中
山
間
地
域
の
多
く
の

資
源
の
有
効
利
用
に
な
る
よ

う
に
、
太
陽
光
発
電
や
畜
産

廃
棄
物
の
メ
タ
ン
ガ
ス
化
、

木
材
な
ど
の
ペ
レ
ッ
ト
燃
料

化
な
ど
、
可
能
性
の
あ
る
事

業
だ
が
、
未
確
定
の
部
分
も

多
く
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

だ
と
思
う
。

　

森
林
資
源
を
活
か
し
た
、

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
に
は
大

変
興
味
が
あ
る
。「
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
に
は
賛

成
だ
。
早
く
、
広
島
県
で
３

番
目
の
手
を
挙
げ
る
準
備
を

し
た
い
。

国
の
第
二
次
補
正
予
算

に
対
す
る
考
え
方
と
本

町
の
取
り
組
み
は
。

町
長

世
界
同
時
不
況
を
打
破

す
る
た
め
、
世
界
が
同
時
に

経
済
出
動
を
し
て
お
り
、
日

本
は
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

75
兆
円
の
緊
急
経
済
対

策
の
第
２
弾
と
し
て
総
額

Ｑ

Ａ

早く準備をしたい答
寄定秀幸議員

問

４
兆
８
，
０
０
０
億
円
の
第

二
次
補
正
予
算
が
成
立
し
た

こ
と
は
高
く
評
価
で
き
る
。

　

定
額
給
付
金
は
、
一
日
も

早
く
支
給
し
た
い
。

小
規
模
零
細
農
家
は
独

自
に
販
路
の
開
拓
も
出

来
ず
、
直
販
所
を
頼
り
に
し

て
い
る
。
高
齢
化
も
す
す
み

減
少
の
一
方
で
あ
る
。

　

農
業
の
活
性
化
に
は
、
法

人
化
の
推
進
、
大
型
事
業
の

実
施
も
必
要
で
あ
る
が
、
手

数
料
の
割
り
戻
し
的
な「
直

販
所
運
営
協
力
金
」
な
ど
の

方
法
で
、
出
荷
量
の
減
少
防

止
を
含
め
た
対
策
を
す
べ
き

で
は
。町

長
直
販
所
３
ヶ
所
の
総
売

上
げ
は
、
６
億
５
，
０
０
０
万

ＱＡ

町独自の支援を検討答
丸山達夫議員

問 バイオマスタウン
どう取り組む

Ａ Ｑ

　

そ
れ
以
外
の
補
正
予
算
に

対
し
て
も
、
対
応
で
き
る
も

の
は
積
極
的
に
対
応
し
た

い
。

小規模農家の
活性化対策を

円
弱
と
な
り
、
こ
の
事
業
は

数
少
な
い
成
功
例
の
一
つ
で

あ
る
。

　

高
齢
化
の
進
捗
で
、
生
産

供
給
体
制
の
不
安
も
あ
る
。

し
か
し
今
後
は
売
上
げ
の
伸

び
が
期
待
で
き
な
い
。
一
つ

の
規
定
を
設
け
、
出
荷
者
に

対
し
、
町
単
独
の
助
成
も
、

検
討
す
る
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
、

設
置
に
向
け
て
の
考
え
は
。

町
長

68
・
６
％
の
回
収
率
で
、

総
論
で
は
、
財
政
状
況
を
勘

案
し
て
設
置
す
る
希
望
を
含

め
る
と
76
％
で
あ
り
多
数
と

判
断
し
て
い
る
。

　

設
置
に
つ
い
て
は
、
維
持

管
理
費
用
も
含
め
事
業
・
設

ＱＡ

木質チップボイラー

油木百彩館

置
経
費
も
必
要
最
小
限
に
押

え
る
。

　

高
齢
者
・
低
所
得
者
に
配

慮
し
た
対
応
を
す
る
。

番号 内容 件数 割合
0 未記入 107 3.9%
1 優先して取り組むべき。 799 29.3%
2 取り組むべきだが財政状況をみながら。 1,261 46.3%
3 取り組む必要はない。 168 6.2%
4 わからない。 368 13.5%
5 その他 23 0.8%

「地域情報化基盤整備」に取り組むことをどのように思われますか。Ｑ9-1

アンケート調査
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国
高
原
町
サ
ミ
ッ
ト
」
を
提

唱
し
た
ら
ど
う
か
。

町
長

今
の
時
期
に
必
要
か
相

手
が
応
じ
て
く
れ
る
か
、
と

い
う
慎
重
な
意
見
も
あ
る

が
、
真
摯
に
受
け
止
め
提
案

し
て
行
き
た
い
。

合
併
以
来
財
政
健
全
化

に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
平
成
21
年
度
よ
り
町
立

病
院
の
開
設
、
井
関
定
住
団

地
・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
・
三
和
小
学

校
の
建
設
と
、
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
目
白
押
し
と
な
り
、

公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
の

見
直
し
も
必
至
と
な
る
。
財

政
健
全
化
が
後
退
す
る
の
で

は
な
い
の
か
。
ま
た
、
将
来

に
わ
た
る
町
政
の
持
続
は
可

能
か
。町

長
21
年
度
か
ら
の
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
そ
の
ま
ま

予
算
に
上
乗
せ
す
る
こ
と
は

無
理
だ
が
、
21
年
度
は
国
の

緊
急
経
済
対
策
と
重
な
り
、

起
債
に
頼
ら
な
い
予
算
確
保

が
出
来
た
。

　

22
年
度
以
降
の
予
算
編
成

は
厳
し
く
な
り
、
公
債
費
負

担
適
正
化
計
画
が
２
〜
３
年

先
送
り
に
な
る
。

　

事
業
が
確
定
次
第
、
適
正

化
計
画
を
見
直
す
。

町
民
セ
ン
タ
ー
構
想

と
、
地
域
に
特
化
し
た

支
所
機
能
の
基
本
的
な
考
え

方
は
。

町
長

地
域
の
公
民
館
機
能
を

支
所
に
吸
収
し
、
総
合
的
に

機
能
す
る
よ
う
一
年
か
け
て

検
討
し
、
22
年
度
か
ら
実
施

し
た
い
。

活
動
出
来
な
い
自
治
振

興
会
へ
の
人
的
支
援

と
、
新
し
い
施
策
も
年
度
当

初
か
ら
取
組
み
が
出
来
る
体

制
が
必
要
で
は
。

町
長

自
治
振
興
会
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
支
援
し
た
い
。

副
町
長

早
期
に
事
業
実
施
が
で

Ｑ

Ａ

2～ 3年先送りになる答
佐伯卓師議員

問

き
る
よ
う
、
企
画
課
で
調
整

す
る
。

新
年
度
予
算
へ
の
想
い

は
。
目
玉
は
何
か
。

町
長

合
併
後
初
め
て
積
極

型
予
算
を
組
ん
だ
。
義
務
的

経
費
を
押
さ
え
投
資
的
経
費

を
15
・
９
％
増
と
し
た
。
当

初
予
算
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思

う
。
目
玉
は
そ
の
辺
か
。

公
債
費
負
担
適
正
化
計

画
へ
の
影
響
は
。

町
長

借
入
金
が
償
還
額
の
半

分
を
超
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。

ＱＡ

合併後初めての積極型予算答
木野山孝志議員

問 財政健全化は
どうする

Ａ Ｑ

新年度予算への
想いは

町
立
病
院
勤
務
の
元
県

職
員
給
与
へ
の
激
変
緩

和
措
置
の
正
当
性
は
。

町
長

地
域
医
療
を
守
る
た

め
に
は
医
療
従
事
者
の
確
保

と
信
頼
関
係
の
構
築
が
重
要

だ
。
財
源
は
県
か
ら
の
交
付

金
で
対
応
す
る
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
の
規

模
、
業
者
選
定
は
。

町
長

慎
重
に
調
査
を
行
い
具

体
的
金
額
を
決
定
す
る
。
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

早
い
時
期
に
業
者
決
定
す

る
。

三
和
地
区
小
学
校
統
合

計
画
の
地
元
説
明
は
、

も
っ
と
具
体
的
に
教
育
効
果

を
示
せ
。

教
育
長

ブ
レ
な
く
き
っ
ち
り
と

方
針
を
示
す
。

　

具
体
例
を
あ
げ
実
例
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
教
育
効
果

を
最
優
先
に
対
応
す
る
。

　

事
業
費
は
10
億
円
。
財
源

は
、
国
費
・
過
疎
債
・
義
務

教
育
債
・
基
金
で
対
応
す
る
。

交
流
を
通
じ
て
町
の
活

性
化
を
図
る
た
め「
全

ＱＡ

Ａ

Ｑ

Ａ

ＱＡ

ＱＡＱＡ

Ｑ

Ａ

自治振興会まちづくり講演会高蓋小学習発表会
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ト
す
る
。

該
当
集
落
と
周
辺
地
域

で
の
格
差
意
識
が
生
じ

な
い
か
。

企
画
課
長

そ
れ
は
な
い
と
思
う
。

民
生
委
員
・
農
業
委
員
・

自
治
振
興
会
役
員
と
の

役
割
分
担
は
。
重
複
し
て
も

よ
い
の
か
。

企
画
課
長

そ
れ
ぞ
れ
の
役
員
と
重

複
し
て
も
よ
い
と
思
う
。

支
援
員
の
候
補
者
に
町

内
出
身
の
若
者
を
選
ん

で
は
。

新
規
就
農
者
支
援
事
業

６
0
０
万
円
が
本
町
の

景
気
回
復
の
一
役
を
担
う
の

か
。

町
長

基
幹
産
業
で
あ
る
農

林
就
業
者
は
高
齢
化
し
て
い

る
。
後
継
者
不
足
の
打
開
に

向
け
て
は
、
地
域
農
業
の
振

興
に
期
待
し
て
い
る
。

別
に
国
の
施
策
で

「
農
の
雇
用
事
業
」

９
万
７
，
０
０
０
円
の
補
助

が
あ
る
。

　

こ
の
制
度
と
二
重
に
な
ら

な
い
か
。

産
業
課
長　

国
の
施
策
は
雇
用
主
へ

の
助
成
で
あ
り
重
な
っ
て
も

よ
い
し
、
重
な
る
方
が
効
果

が
高
い
。

井
関
定
住
団
地
整
備
事

業
と
定
額
給
付
金
事
業

は
、
と
も
に
緊
急
的
な
景
気

浮
揚
対
策
と
思
う
。
セ
ー
フ

テ
ィ
バ
ル
ブ
が
効
き
す
ぎ
て

い
る
感
が
す
る
。

　

行
政
の
ス
ピ
ー
ド
化
が
必

要
で
は
。

町
長

井
関
団
地
造
成
は
４
月

中
に
は
着
手
す
る
。
遅
れ
る

こ
と
は
な
い
。
定
額
給
付
金

は
、
で
き
る
だ
け
早
く
支
給

す
る
。地

域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
事
業
に
、

ど
う
取
組
む
の
か
。

町
長

本
町
に
ふ
さ
わ
し
い
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
提

案
し
、
国
庫
補
助
事
業
と
し

て
取
り
組
む
。
県
下
で
三
番

目
に
手
を
上
げ
た
い
。

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
語

る
諮
問
機
関
で
あ
る

「
夢
」創
造
委
員
会
の
委
員
に

は
今
ま
で
に
な
い
、
異
業
種

Ｑ

担い手を育成確保答
村上克朗議員

問

の
人
を
採
用
し
て
は
。

町
長

委
員
数
15
名
の
内
10
名

豊
松
小
・
中
学
校
の
耐

震
診
断
、
耐
震
実
施
設

計
は
、
統
合
直
前
で
も
あ
り

必
要
が
な
い
の
で
は
。

教
育
長

学
校
は
生
徒
が
１
日
の

大
半
を
過
ご
す
場
所
で
も
あ

り
、
非
常
時
に
は
避
難
場
所

で
も
あ
り
、
法
律
を
遵
守
す

る
必
要
が
あ
る
。

来
見
小
学
校
の
再
編
は

定
住
団
地
と
の
整
合
性

か
ら
し
て
再
検
討
す
べ
き
で

は
。

教
育
長

平
成
22
年
度
に
は
複
式

ＱＡ

法的に必要だ答
藤田晃己議員

問 耐震診断は必要か

学
級
も
想
定
さ
れ
、
26
年
度

は
40
名
を
切
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

男
女
児
童
比
の
課
題
や
統

合
が
遅
れ
る
こ
と
に
よ
る
子

供
の
負
担
を
考
え
れ
ば
統
合

の
必
要
が
あ
る
。

集
落
支
援
員
の
活
動
内

容
は
。

企
画
課
長

集
落
を
定
期
的
に
巡
回

し
、
生
活
状
況
・
農
地
・
森

林
の
状
況
の
掌
握
に
努
め

る
。

　

集
落
点
検
・
話
し
合
い
・

集
落
体
制
の
推
進
を
サ
ポ
ー

町
長

柔
軟
に
考
え
検
討
す

る
。

定
額
給
付
金
は
全
額
地

域
振
興
券
で
の
支
給
は

出
来
な
い
か
。

総
務
課
長

国
の
指
示
で
あ
り
、
で

き
な
い
。

井
関
定
住
団
地
の
販
売

促
進
策
は
。

町
長

地
域
を
愛
し
、
将
来
を

考
え
る
方
々
と
販
売
組
織
の

設
立
を
検
討
中
。

Ｑ

Ａ

ＡＱ

ＡＱＡ

Ａ Ｑ

Ａ

Ｑ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

団
地
内
へ
町
営
住
宅
を

考
え
て
は
。

町
長

今
は
考
え
て
な
い
。
今

後
は
柔
軟
に
検
討
す
る
。

ＱＡ

バイオマス利活用の東城温泉豊松小学校

緊急的雇用対策は

は
公
募
、
５
名
は
町
長
選
任

と
す
る
。
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臨
時
職
員
の
賃
金
に
つ

い
て
は
過
去
二
回
に
わ

た
っ
て
た
だ
し
て
き
た
。

　

今
ま
で
の
答
弁
は「
半
減

を
目
途
に
し
た
い
」「
前
年

度
を
上
限
値
と
し
て
削
減

す
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
７
千
万
円
台
、
８
千
万

円
台
と
年
々
上
昇
し
、
21
年

度
で
は
１
億
６
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

賃
金
も
人
件
費
で
あ
り
、

こ
れ
に
メ
ス
を
入
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長

何
も
指
示
し
な
か
っ
た

ら
年
々
上
が
っ
て
い
く
傾
向

に
あ
る
。

　

計
画
を
立
て
、
今
年
は
こ

れ
で
い
く
と
い
う
指
示
が
必

要
だ
。
私
が
指
示
を
だ
し
そ

れ
を
実
行
す
る
。

行
財
政
健
全
化
計
画
が

21
年
度
で
終
る
。
新
計

画
の
策
定
は
。

町
長

行
財
政
健
全
化
改
革

は
必
要
で
あ
り
、
県
の
指
導

が
な
く
て
も
独
自
で
策
定
す

る
。

農
産
物
の
安
全
・
安
心

が
脅
か
さ
れ
て
い
る
現

在
、
無
農
薬
栽
培
、
有
機
農

業
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

　

国
も
法
律
を
制
定
し
、
基

本
方
針
を
策
定
、
主
要
施
策

を
決
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
呼
応
し
、
町
と
し

て
の
条
件
整
備
が
必
要
で

は
。

町
長

有
機
農
業
者
の
芽
を
将

来
に
向
け
て
成
長
を
促
す
よ

う
な
施
策
を
実
行
し
た
い
。

特
に
小
規
模
集
落
で
の
推
進

が
有
効
と
思
う
。

Ｑ

削減の指示をして実行答
瀬尾征爾議員

問

造
成
か
ら
販
売
ま
で
の

大
役
を
担
っ
た
組
合

が
、
僅
か
１
年
４
ヶ
月
で
解

散
し
た
。
町
長
の
心
境
は
。

町
長

メ
ン
バ
ー
は
会
社
の
経

営
者
で
あ
り
、
信
頼
し
て
臨

ん
だ
。

　

な
し
崩
し
的
に
解
散
し
た

の
は
、
誰
か
が
や
る
だ
ろ
う

と
い
う
傍
観
者
的
な
人
が
殆

ど
だ
っ
た
こ
と
が
起
因
し
た

と
受
け
止
め
て
お
り
、
慚
愧

に
耐
え
な
い
。

　

世
界
同
時
不
況
で
販
売
が

極
め
て
困
難
と
思
え
る
が
、

Ｑ

販売は新組織で答
小林　貢議員

問 一億円超の賃金に
メスを

Ａ

Ｑ

井関開発の今後は

不
動
産
で
も
あ
り
、
目
減
り

す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、

好
機
が
く
る
事
を
期
待
し
、

町
が
工
事
の
総
て
を
行
う
。

計
画
上
で
の
ブ
ラ
ン
ク

も
生
じ
た
。
厳
重
な
顛

末
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

建
設
業
界
も
大
変
な
時

期
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
し
、

責
任
追
及
も
し
て
い
な
い

し
、
求
め
る
気
も
な
い
。

今
後
の
事
業
推
進
は
。

町
長

販
売
は
町
で
行
う
わ
け

に
い
か
な
い
の
で
、
宅
建
業

者
・
地
域
住
民
な
ど
加
え
、

専
門
的
に
や
っ
て
頂
く
組
織

づ
く
り
を
水
面
下
で
検
討
し

て
い
る
。

　

町
有
地
の
木
材
利
用
・
大

工
・
左
官
業
の
仕
事
提
供
な

ど
あ
ら
ゆ
る
施
策
・
ア
イ
デ

ア
な
ど
を
結
集
し
て
取
り
組

み
た
い
。

い
つ
新
組
織
を
つ
く
る

の
か
。

町
長

な
る
べ
く
早
急
に
と

思
っ
て
い
る
。

Ｑ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ ＱＡ Ａ

Ａ

春を呼ぶ福寿草井関開発入口の県道改良工事
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統
合
小
学
校（
三
和
地

区
の
４
校
）
建
設
予
算

を
計
上
し
な
い
理
由
は
。

町
長

補
正
予
算
で
も
対
応
で

き
る
。
住
民
す
べ
て
賛
成
で

な
く
、
対
立
は
さ
け
た
い
。

計
画
策
定
ま
で
の
経
緯

は
。

教
育
長

平
成
18
年
、
19
名
の
委

員
で
学
校
再
配
置
検
討
委
員

会
を
設
置
。
答
申
を
受
け
、

19
年
９
月
、基
本
方
針
策
定
。

三
和
地
区
は
16
回
の
住
民
説

明
会
を
開
催
。

計
画
が
前
進
し
な
い
原

因
は
何
か
。

教
育
長

来
見
小
学
校
の
児
童
進

計
が
、
19
年
当
時
は
「
複
式

学
級
」
に
な
る
と
の
状
況
判

断
で
な
か
っ
た
。
団
地
開
発

構
想
も
か
ら
み
、
教
育
委
員

会
と
し
て
も
、
ブ
レ
が
生
じ

た
。　

説
明
会
で
「
統
合
反

対
」
の
声
が
大
き
け
れ
ば
、

統
合
推
進
に
理
解
を
示
す
声

を
充
分
反
映
で
き
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
る
。
説
明
不
足
を

反
省
し
、
合
意
に
向
け
努
力

す
る
。

統
合
推
進
へ
の
予
定

は
。

教
育
長

議
会
終
了
後
、
三
和
４

小
学
校
区
で
説
明
会
を
開
催

す
る
。
平
成
23
年
度
統
合
へ

向
け
、
全
力
を
傾
け
る
。

団
地
開
発
と
教
育
問
題

は
分
離
す
べ
き
で
は
。

教
育
長

19
年
当
時
の
来
見
小
学

校
児
童
数
推
計
と
現
時
点
で

は
、
違
っ
て
き
た
。
出
生
数

よ
り
流
出
人
口
が
増
え
て
い

る
。　

教
育
的
配
慮
を
優
先

し
、
団
地
開
発
と
は
分
け
て

Ｑ

平成23年度統合へ全力答
片山元八郎議員

問

考
え
た
い
。

町
長
は
、

団
地
開
発

に
あ
ら
ゆ
る
施

策
を
講
じ
る
と

述
べ
た
が
、
統

合
問
題
も
か
ら

め
る
の
か
。

町
長

教
育
問

題
と
は
、
分
離

す
べ
き
と
考
え

る
。

国
の
緊
急
経
済
対
策
に

応
じ
て
、
景
気
対
策
に

取
り
組
め
ば
、
そ
の
結
果
、

借
金
が
増
え
る
。

　

本
年
度
予
算
で
は
、
自
主

財
源
が
、
８・
４
％
減
少
し
、

町
税
も
１・
３
％
減
少
し
て

い
る
。
財
政
基
盤
を
、
ど
う

確
立
す
る
の
か
。

町
長

引
き
続
き
財
政
基
盤
の

確
立
に
取
り
組
む
。
国
も
２

〜
３
年
は
地
方
に
厚
い
政
策

を
と
る
と
思
う
の
で
そ
の
間

に
、
大
き
い
事
業
に
取
り
組

み
た
い
。

ＱＡ

財政健全化に取り組む答
松本彰夫議員

問 学校統合を急げ財政基盤の確立は

新
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
、
ふ
れ
あ
い
号
の

停
留
所
ま
で
出
ら
れ
な
い
人

の
対
策
は
。

企
画
課
長

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を

使
っ
て
出
て
も
ら
う
か
、
雇

用
対
策
と
し
て
、
輸
送
対
策

が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

る
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、

加
入
の
促
進
が
大
切
だ

が
、
具
体
的
な
説
明
会
の
取

り
組
み
は
。

企
画
課
長

業
者
の
選
定
を
行
い
、

い
て
、
必
要
な
場
合
は
検
討

す
る
。

Ｑ

ＡＱＡ

ＱＡ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

ＱＡ

具
体
的
な
計
画
が
で
き
て
か

ら
、
加
入
促
進
に
向
け
て
の

説
明
会
を
行
う
。

長
時
間
保
育
な
ど
、
保

育
所
の
充
実
が
望
ま
れ

て
い
る
が
、
保
育
士
の
増
員

が
必
要
で
あ
る
。
臨
時
職
員

で
は
来
る
人
も
い
な
い
。
町

職
員
の
保
育
士
を
採
用
す
べ

き
で
は
。

副
町
長

指
定
管
理
者
に
よ
る
運

営
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
保

護
者
と
の
同
意
も
必
要
で
あ

る
し
、
こ
れ
は
検
討
課
題
で

あ
る
。
保
育
士
の
採
用
に
つ

ＱＡ

Ａ Ａ Ｑ

三和小学校

停留所の看板

ふれあい号
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神石高原町議会議員の
議員報酬削減

新
規
就
農
者
支
援
事
業

の
実
施
は
、
大
変
良
い

こ
と
だ
。
し
か
し
、
支
援
規

模
や
内
容
を
充
実
さ
せ
な
け

れ
ば
、
新
規
就
農
希
望
者
が

期
待
で
き
な
い
。
ま
た
、
若

者
定
着
に
つ
な
が
ら
な
い
。

も
っ
と
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両

面
で
支
援
が
出
来
な
い
か
。

①
ソ
フ
ト
面

　

○
新
規
就
農
者
の
農
業
体

験
支
援
と
受
け
入
れ
体
制
支

援
な
ど
。

②
ハ
ー
ド
面

　

○
支
援
金
の
充
実
と
年
数

の
延
長
、

　

○
住
宅
・
農
地
の
安
価
で

の
提
供
、

　

○
農
業
機
械
な
ど
の
安
価

で
の
貸
出
、
貸
与
支
援
な
ど

の
具
体
的
策
は
。

町
長

内
部
要
因
と
し
て
は
、

後
継
者
・
定
住
対
策
、
外
部

要
因
と
し
て
は
、
雇
用
対
策

と
し
て
考
え
た
。

　

町
の
単
独
事
業
な
の
で
、

大
々
的
と
は
い
か
な
い
が
、

初
め
て
の
試
み
な
の
で
期
待

し
て
い
る
。

　

農
業
体
験
の
な
い
人
に

は
、
集
落
法
人
な
ど
に
就
職

し
て
い
た
だ
き
、
経
験
者
に

は
、
既
存
の
補
助
金
事
業
を

利
用
し
て
も
ら
い
定
住
に
つ

な
げ
た
い
。
ま
た
、
支
援
金

の
充
実
、
年
数
の
延
長
や
宅

地
・
農
地
の
安
価
で
の
提
供

も
考
え
る
。

募
集
方
法
は
。

産
業
課
長

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

な
ど
を
活
用
す
る
。
す
で
に

問
い
合
わ
せ
が
数
件
来
て
い

る
。
農
業
法
人
の
関
係
者
に

も
具
体
的
な
説
明
を
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ

意欲のある方を歓迎答
横尾正文議員

問

町
内
在
住
者
で
、
農
業

を
本
格
的
に
や
り
た
い

兼
業
農
家
も
対
象
に
な
る
の

か
。

新規就農者支援は

Ａ Ｑ

町
長

あ
ま
り
厳
格
化
せ
ず
、

意
欲
の
あ
る
方
を
歓
迎
し
た

い
。

Ａ

Ａ

Ｑ

トラクターによる農作業

決ま  りました
町有各施設
指定管理者の指定
○29集会施設と1農村公園を各自治振興
　会に指定管理（新設）
○産業課15施設、その他5施設を各団体
　に指定管理（更新）

賛成多数

県から病院関連の土地、
建物、構築物を贈与

○土地7,600万円
○建物7億1,500万円
○構築物1,700万円   相当の贈与を受ける
☆10年間の指定用途、譲渡負担付き

賛成多数

行政機構改正
◎企画課→企画財政課
◎病院対策室→病院事業室

賛成多数

評価額

議 員 発 議

提案者：瀬尾征爾
賛成者：小林　貢
◎議員報酬を１年間５％削減

否　　決

神石高原町地域医療を見守る
特別委員会を設置する
提案者：松本彰夫
賛成者：木野山孝志
◎名称：神石高原町地域医療を見守る特別
　　      委員会
　　　　　委 員 長：松本彰夫
　　　　　副委員長：木野山孝志

賛成多数

賛成5反対8

総括質問
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総合開発事業
特別会計の設置

決ま  りました条例制定・改正

こんなことが
こども医療費支給

介護従事者処遇改善
臨時特例基金の積立 賛成多数

小学校1年生から中学校3年生までの児
童生徒の医療費助成。
保護者一部負担額は
◎入院の場合月14日を限度に1日500円
◎外来の場合月4日を限度に1日500円
これを超える医療費について町が助成す
る。（所得制限なし。）

保険料上昇分の半額が交付され基金に　
積立、保険料軽減のための財源・啓発　
等に充てる。
…1,000万円

賛成多数

井関地域総合開発整備事業が直営に。

町営バス運行開始 賛成多数

中国バス路線廃止などにより、町営バス
9路線でスタート
乗車料金⇒300円

源流の里条例による地域支援 賛成多数

20戸未満高齢化率60％以上、10戸未満
高齢化率50％以上の49地域432戸が対
象で、集落支援員10人が巡回支援

町立病院運営資金貸し付け 賛成多数

安定経営確保と医療体制整備充実のため
1億円を1年間年2.2％の利率で社会医療
法人社団陽正会に貸し付け。

町職員の派遣 賛成多数

県立病院の医師を町職員として社会医療
法人社団陽正会へ派遣

賛成多数

特別職非常勤の
報酬増額と新設
○公民館長報酬（月額）
128,000円⇒150,000円（勤務;4日⇒5日／週）
○新設
集落支援員…120,000円（月額）
夢創造委員会委員…50,000円（年額）
学校薬剤師…50,000円（年額）

賛成多数

人件費削減の継続
町　長…12％
副町長…10％
教育長…10％それぞれ削減　
　　　　<平成22年3月31日まで>
職　員…1.8％～ 4.8％それぞれ削減
　　　　<平成22年3月31日まで>

賛成多数

和牛の里総合整備事業
事業費の30％を利用者が負担

賛成多数

介護保険料率の増
月額311円～ 934円それぞれ負担増
　　　　　<平成21 ～ 23年度まで>

賛成多数

条 例 制 定 条 例 改 正

過疎地域
自立促進計画を変更
○神石牧地区整備事業
○CATV整備事業

賛成多数

追加
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 常任委員会研修リポート

笠岡夢ネット研修

調
査
研
究
目
的

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
利
用

料
を
い
か
に
安
く
で
き
る

か
。

　

町
内
で
の
起
業
に
よ
る
雇

用
の
場
の
創
出
・
若
者
定
住

な
ど
、
神
石
高
原
町
に
お
け

る
活
性
化
の
一
助
に
資
す
る

こ
と
。

２
月
24
日（
火
）

○
岡
山
県
笠
岡
市　

大
井
ハ

イ
ラ
ン
ド
町
内
会

○
笠
岡
放
送
株
式
会
社（
ゆ
め

☆
ネ
ッ
ト
）岡
山
県
笠
岡
市

議
会
議
員
全
員
・
議
会
事
務

局
長
・
事
務
局
書
記

笠
岡
市　

大
井
ハ
イ
ラ
ン
ド

町
内
会

  

リ
モ
コ
ン
の
簡
単
な
操
作

で
公
共
の
情
報
（
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
放
送
）が
得
ら
れ
る
。

笠
岡
放
送
株
式
会
社
（
ゆ
め

☆
ネ
ッ
ト
）

　

笠
岡
放
送
㈱
本
社
に
て
、

編
集
設
備
・
放
送
設
備
な
ど

調
査
。

   

可　

能　

性

＊
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送

に
限
定
す
れ
ば
、
地
元
民
間

企
業
に
よ
る
経
営
が
可
能
。

   

問　

題　

点

＊
設
備
・
機
器
の
更
新
。
情
報

機
器
は
高
価
で
進
歩
が
早
い
。

＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
に
は
専
門
の
社
員
が
必

要
。
ま
た
通
信
事
業
の
認
可

が
必
要

◇
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
導
入
に
あ

た
っ
て

＊
国
の
補
助
に
は
、
条
件
が

多
く
、
無
駄
と
思
わ
れ
る
投

資
で
、
機
材
の
更
新
も
自
由

に
な
ら
な
い
。

＊
導
入
に
当
っ
て
は
必
要
最

低
限
の
設
計
か
ら
始
め
る
べ

き
で
あ
る
。

＊
23
年
７
月
か
ら
放
送
を
開

始
す
べ
き
で
あ
る
。

調
査
研
究
日

調
査
研
究
場
所

参
加
者

調
査
研
究
結
果

ＣＡＴＶ事業
地元企業による事業展開は可能か

調
査
研
究
目
的

　

4
月
1
日
開
設
予
定
の

「
神
石
高
原
町
立
病
院
」経
営

に
お
け
る
、
財
政
負
担
及
び

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
管

理
の
現
状
と
問
題
点
な
ど
に

つ
い
て
、
先
進
事
例
を
調
査

研
究
し
、
本
町
に
お
け
る
医

療
体
制
の
確
立
と
長
期
安
定

的
医
療
の
供
給
に
資
す
る
。

日　

時

1
月
20
日
～
22
日

調
査
研
究
場
所

○
市
立
大
村
市
民
病
院

大
村
市
役
所
・
大
村
市
議
会

（
長
崎
県
大
村
市
）

○
公
立
新
小
浜
病
院

雲
仙
・
南
島
原
保
健
組
合　

（
長
崎
県
雲
仙
市
小
浜
町
）

町
長
・
町
議
会
議
員
全
員
・

           

議
会
事
務
局
長

１
）お
互
い
に「
公
的
病
院
経

営
」
の
責
任
と
し
て
地
域
医

療
を
長
期
的
に
安
定
・
確
保

す
る
た
め
に
「
指
定
管
理
者

制
度
」
を
と
り
い
れ
て
い
る

１
市
・
１
組
合
を
視
察
し
た
。

２
）
所
有
者
及
び
指
定
管
理

者
が
と
も
に
黒
字
体
制
と
な

る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
。

  

神
石
高
原
町
立
病
院
は
公

的
医
療
機
関
と
し
て
の
責
任

を
持
っ
て
い
る
。
総
合
的
な

医
療
の
提
供
が
必
要
で
あ

り
、
全
て
の
不
採
算
部
門
の

切
捨
て
は
出
来
な
い
。
病
診

連
携
な
ど
医
療
機
関
ど
う
し

や
介
護
施
設
と
の
連
携
体
制

の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。

３
）
所
有
者
及
び
指
定
管
理

者
の
信
頼
関
係
の
構
築
が
重

要
で
あ
る
。
長
期
的
な
視
野

に
立
ち
医
療
体
系
を
整
備
す

べ
き
で
あ
る
。

★
財
政
の
健
全
化
の
た
め
さ

ら
に
検
討
す
べ
き
事
項
。

①
赤
字
補
填
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
定
め
る
こ
と
。

②
財
政
支
援
に
つ
い
て
、
交

付
金
の
限
度
額
を
定
め
る
こ

と
。

③
一
時
貸
付
金
に
つ
い
て
は

本
町
の
財
政
状
況
を
充
分
勘

案
し
決
定
す
る
こ
と
。

④
寄
宿
舎
の
利
用
・
管
理
規

定
を
定
め
る
こ
と
。

⑤
給
与
の
激
変
緩
和
措
置
に

つ
い
て
は
、
県
と
病
院
側
の

検
討
課
題
で
あ
る
。

⑥
減
価
償
却
費
負
担
の
検

討
。

⑦
県
か
ら
の
病
院
移
管
交
付

金
は
、
基
金
条
例
を
定
め
計

画
的
な
基
金
積
立
を
講
じ
る

事
。

参
加
者

ま
と
め

町立病院の
医療体制の確立と
安定運営をめざして
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追跡
一年前の主要事業が、今はどうなっているか？追跡しました

和牛の里　1年前ののどかな風景

神石高原和牛の里団地
　大正7年に広島県種畜場として設立され
た，広島牛改良センターは，平成20年4月，
県から町に移譲されました。町は，平成20
年度当初予算で144万円の管理経費を計上
し「神石高原和牛の里」として開発すること
になりました。

草地林地一体利用総合整備事業 にて整備中
 7月1日から農事組合法人「神石高原和
牛の里」が指定管理者となり既存牛舎の
一部で和牛飼育と牧草地の管理，収穫
を行っています。また，全農広島は既
存牛舎を改造して繁殖和牛102頭を飼
育しています。
　町では，神石高原和牛の里での和牛
増頭に向けて，国の補助事業である草
地林地一体的利用総合整備に取り組ん
でいます。平成20年度では，総事業費
2,462万円で，牛舎・堆肥舎の敷地造
成，放牧地の整備，草地の改良を行い
ました。平成21年度では，総事業費1
億2,204万円で，牛舎1棟，堆肥舎1
棟，牧場用機械２台を導入する計画で
す。これにより，農事組合法人では60
頭飼育を目指しています。
　また，旧広島牛改良センターは，大
正７年に広島県種畜場として設立され，
長い歴史を持っています。その一部を
和牛記念館として，受精卵移植棟１階
に展示してあります。自由に見学でき
ますので，足を運んでみてください。

ありゃあどうなった？ありゃあどうなった？

元気に育つ繁殖牛

牛舎、堆肥舎予定地
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神
石
高
原
町
議
会
だ
よ
り

第
18
号

平
成
21
年
４
月
15
日
発
行

■
住
所
／
広
島
県
神
石
郡
神
石
高
原
町
小
畠
二
〇
二
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
４
７―

８
９―

３
３
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
４
７―

８
５―

４
２
０
１

元気な グループ紹介

「
里さ

と
や
ま山

会
」

仙養東自治振興会・忠原班の有志

《
ク
イ
ズ
》

　

空
欄
に
適
切
な
言
葉
を
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

①
平
成
21
年
度
一
般
会
計
予

算
99
億
円
前
年
対
比
○
○

増
し

②
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
病
院

づ
く
り
に
取
り
く
む
「
○

○
○
○
」委
員
会

③
新
生
活
交
通
○
○
○
○
号

④
○
○
○
○
条
例
に
よ
る
地

域
支
援

⑤
議
員
全
員
に
よ
る
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
事
業
調
査
研
究
先
は
○

○
○
○
株
式
会
社

《
ヒ
ン
ト
》

　

議
会
広
報
を
よ
く
読
め
ば

解
り
ま
す
。

《
応
募
方
法
》

　

は
が
き
に
「
こ
た
え
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
」
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　

議
会
へ
の
要
望
・
意
見
等

も
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
『
ま
ち
の
声
』
で
、
で
き

る
だ
け
紹
介
い
た
し
ま

す
。

　

正
解
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
で
5
名
の
方
に

　

１
，
０
０
０
円
分
の
や
ま

な
み
商
品
券
を
お
送
り
い

た
し
ま
す
。

《
あ
て
先
》

　

〒
７
２
０
‐
1
５
２
２

　
神
石
高
原
町
小
畠
二
〇
二
五

　
　
神
石
高
原
町
議
会
事
務
局

　
「
第
1
回
議
会
ク
イ
ズ
係
」宛

《
し
め
き
り
》

　

５
月
8
日　

消
印
有
効

　
今
号
よ
り
議
会
ク
イ
ズ
を
始

め
ま
し
た
。
多
数
、
御
応

募
く
だ
さ
い
。

《
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
》

　

ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た

個
人
情
報
は
、賞
品
発
送
、

お
よ
び
『
ま
ち
の
声
』
等

の
目
的
以
外
に
は
利
用
い

た
し
ま
せ
ん
。

議
会
ク
イ
ズ

第１回

　

　伐採した竹や木を利用した炭焼きを行うことで、環境の
保全・地域活性化やふれあいの場にと、平成18年「里山会」
を結成。
　昔を思い出しながら2か月かけての窯

か ま

作り。

　「自然を守り、活用するのが魅力」「町内の子供や福
山近郊の子供たちにも炭焼き体験をさせてあげたい」
「地球にやさしい炭を皆さんに使っていただきたい」と、
夢は広がる。みんな笑顔で次の窯

か ま

入れに力がこもる。

　

突
然
の
雪
景
色
、「
春
を

待
つ
」３
月
定
例
会
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
、
熱
き
想

い
を
ぶ
つ
け
た
総
括
質
問
。

　

１
問
１
答
、
火
花
散
る
真

剣
勝
負
の
事
項
別
質
問
。

　

定
額
給
付
金
が
待
ち
遠
し

い
、
国
の
第
２
次
補
正
。

　

１
０
０
年
に
１
度
と
い
う

経
済
危
機
で
、
沈
み
が
ち
な

日
本
列
島
を
歓
喜
の
笑
顔
に

包
ん
だ
Ｗ
Ｂ
Ｃ
２
連
覇
。

　

見
事
な
投
球
で
日
本
を

救
っ
た
岩
隈
投
手
、
あ
っ
ぱ

れ
イ
チ
ロ
ー
選
手
、
心
を
一

つ
に
戦
っ
た〝
侍
ジ
ャ
パ
ン
〞

あ
り
が
と
う
、
日
本
野
球
。

　

春
爛
漫
の
頃
、
皆
さ
ん
の

お
手
元
に
届
く
議
会
広
報
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
読
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
回

か
ら
新
企
画
で
ス
タ
ー
ト
。

　

ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

―
 

寄 ―

春爛漫
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